
 

※令和４年度以降入学生用 

 

学校番号 １０１０ 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 発展音楽 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・歌唱、器楽、創作、鑑賞、さまざまな内容に取り組みながら、音楽を多面的にとらえ、他者との

コミュニケーションを図りながら「わかる・できる力」を養います。 

・「音楽って楽しい！」という気持ちを大切にしながら、レベルアップした音楽創りを一緒に行い

ましょう！ 

 

 

２ 学習の到達目標 

音楽の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音楽文

化と幅広く関わる資質・能力を次の通り育成する。 

１．曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解すると

ともに、創意工夫を生かした発展的な音楽表現をするために必要な技能を身につけるようにする。 

２．自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価しながらよさや美しさを

深く味わって聴くことができるようにする。 

３．主体的・協働的に音楽の諸活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとともに、

感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養

う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

【知識】 

曲想と音楽の構造や文化

的・歴史的背景などとの関

わり及び音楽の多様性につ

いて理解している。 

 

【技能】 

創意工夫を生かした発展的

な音楽表現をするために必

要な技能を身に付け、歌唱、

器楽、創作で表している。 

音楽を形づくっている要素や

要素同士の関連を知覚し、そ

れらの働きを感受しながら、

知覚したことと感受したこと

との関わりについて考え、ど

のように表すかについて表現

意図をもったり、音楽を評価

しながらよさや美しさを自ら

味わって聴いたりしている。 

主体的・協働的に表現及び鑑

賞の学習に取り組もうとして

いる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 三
部
合
唱
に
挑
戦
し
よ
う
！ 

「春に」 

「Story(AI)」 

a: 【知】曲想と音楽の構造や歌

詞について理解している。 

【技】曲にふさわしい発声、言葉

の発音、身体の使い方などの

技能、他者との調和を意識して

歌う技能を身に付けている。 

b:旋律や強弱など音楽を形づく

っている要素を知覚し、それら

の働きを感受しながら、知覚し

たことと感受したこととの関わり

について考え、どのように歌うか

について表現意図を持ってい

る。 

ｃ:発声法や音楽の構造、他者と

の調和やハーモニーについて

関心を持ち、音楽活動を楽しみ

ながら主体的・協働的に歌唱の

学習活動に取り組もうとしてい

る。 

・演奏の

聴取 

・ワーク

シート 

・演奏の

聴取 

・観察 

・振り返り

シート 

２ 箏
に
挑
戦
し
よ
う
！ 

「さくら変奏曲」 

※難しい奏法を取り入れて。 

 

【創作】 

※簡単の音の羅列でフレー

ズを作り、身近な楽曲を作成

する。 

a:【知】曲想と音楽の構造や文化

的・歴史的背景との関わりについ

て、また楽器の音色や奏法との関

わりについて理解している。 

【技】曲にふさわしい奏法、身体

の使い方などの技能を身に付け

ている。 

b:箏の音色や旋律、強弱など音楽

を形づくっている要素を知覚し、

それらの働きを感受しながら、知

覚したことと感受したこととの

関わりについて考え、どのように

演奏したり、音楽をつくるかにつ

いて表現意図を持っている。 

C:箏の奏法や音楽の特徴につい

て関心を持ち、音楽活動・創作活

動を楽しみながら主体的・協働的

に箏の演奏活動に取り組もうと

している。 

・演奏の

聴取 

・ ワ ー ク

シート 

・演奏の

聴取 

・観察 

・振り返り

シート 
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ギ
タ
ー
で
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
し
よ
う
！ 

・「ジブリメドレー」 a:【知】曲想と楽器の音色や奏法、

楽曲の構成について理解してい

る。【技】曲にふさわしいギター

の奏法の技能を身に付け、他者と

の調和を意識して演奏する技能

を身に付けている。 

b:楽曲の構成やパート同士のつ

ながりを知覚し、それらの働きを

感受しながら、知覚したことと感

受したこととの関わりについて

考え、どのように演奏するかにつ

いて表現意図を持っている。 

C:ギターの音色や奏法、に関心を

持ち、音楽活動を楽しみながら主

体的・協働的に器楽の学習活動に

取り組もうとしている。 

・演奏の

聴取 

・演奏の

聴取 

・観察 

・振り返り

シート 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
観
て
み
よ
う
！ 

「レ・ミゼラブル」 a:【知】音楽の特徴と文化的・歴

史的背景について理解している。 

b:ミュージカルの歴史や音楽の

特徴について知覚し、それらの特

徴を感受しながら、知覚したこと

と感受したこととの関わりにつ

いて考えている。 

C:ミュージカルの歴史や時代背

景、音楽の特徴などに関心を持

ち、主体的に学習活動に取り組も

うとしている。 

・ワークシ

ート 

・ ワ ー ク

シート 

・観察 

３ グ
ル
ー
プ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
挑
戦
し
よ
う
！ 

アンサンブル 

※２～５名程度のグループを

作り、各グループで楽曲を選

択しアレンジをする。 

a:【知識】曲想と楽器の編成との

関わりや楽曲の構成について理

解している。 

【技能】曲想を踏まえて、楽器の

編成や楽曲の構成を考え、創意工

夫を生かした音楽表現をするた

めに必要な技能を身につけてい

る。 

b:曲想や楽曲の構成などを考え、

どのように表現するかについて

表現意図を持っている。 

c:アンサンブルに関心を持ち、音

楽活動を楽しみながら主体的・協

働的に表現活動に取り組もうと

している。 

・演奏の

聴取 

・演奏の

聴取 

・観察 

・振り返り

シート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         
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